



































でております。膨大な資料を盛りこんだものです。ところがこの本は残念ながら 正期で大体終わっておりまして、昭和期についてあまり触れていないという難点がございまして、東亜同文会ないしは東亜同文書院を語る際、草創期、日消戦争後、辛亥革命の時代ころまでは多くの研究者 出ています。ちょうど、中国が日本にならって国を近代化しようとした、そして沢山の中国の若者が日本に学ぶことになった、これを日本も真剣になって助けようとしたということで大変親 い間柄になりまし 、そういうことをリードした東亜同文会の意義を評価するということが 変流行の械になったわけです。おそらく皆さん方が東亜同文会、東亜同文書院につい 色々読まれたり、ある はお聞きになったことはその時代のことが多いのではないかと思 わけです。ところが日中関係はご承知の様にもう一九二
0年代にな
りますとたいへん反日気運が高まるし、そ 満洲事変慮溝橋事変を経て日本の大陸侵略、これが大々的 展開れていく、日本は満洲悶をつくり、注兆銘政権をつくっ中間を全面的に支配しようとした。その時代にも東亜同文会、東亜同文書院はや り大きな影響力を持っていた、これは事実でございます。どうもそ 辺 ると直視 たくない、何となく
Hをそらしたくなる。最近の様に戦争責任
ようやく出来上がったとい
問題が再燃しますと尚更そういう傾向が強くなるわけですが、私はやはりそれではいけないというふうな感じを持っていたわけです。そして、そうい 日中関係の悪夢ともいうべき時代がすべてマイナスだけであったのか、その問にもプラスになる様な状況もあったの はないか、それをトータルに見なければ らない。そうすれば歴史的事実をもう一回掘り起こして、その中からそのへんの歴史の光と影をちゃんと見極めていくという作業が必要であろ と、こういうふうに考えたわけです
c
そういうことでこれも日
本側だけではだめだ、やはり中国の学者に 話にのって頂いて、いろ ろ意見を交換する中 そういう作業をやろじゃないかと、こ い ことを思 立ちましたこの「東亜同文会史論考」の部分だけ申し上げますと、第一部が「昭和矧の東亜同文会の活動」であります。その時の主役になる人は近衛文麿会長、「蒋介石相手にせず」という様な政策をとったために、この日中戦争を拡大して日本を悲劇におとし れたということで大変評判が悪 んですが、この会長のリ
lドのもとに東亜同文会が対中同関
係に影響をもったということはまさしく厳然たる事実でございまして、その時代の東亜同文会の活動はど あったかという様な点について検証したわけであります。そして近衛文麿会長に先立って、あまり論 られな ったんですけれども、牧野伸顕という方が会長をやった時代が昭和初期の十年ぐらい続 ております
D
牧野さんというのは明治の










文会でも調査出版関係をやった大変な事業がございますが、これを指導した制限岸信という東京尚科大学の教授だった人ですが、その人の業給を扱いました。それ ら京弧川文書院には中国の学生が入学しまして、これ 中華 生部に学んだわけですが、こういっ 人たち 従来あまり研究がなかった。これについても研究論文を寄せてもらったわけです。それから今度は中同側では復
H一大学、上
海師範大学の先生達にも中国サイドから見 同 会、川文力院はどういうふう られる 、こういった点について研究し論文等を寄せて頂いて を掲載し わけです。同文会、同文書院が、従来スパイ学校だとか、あるは結果とし 戦争に協力して侵略のお先棒 かついだということを言われておりますけれど、 たしてそうい 既成慨念が客観性を持っ いたのかどうかというような と、それからもう少し広く日中関係、つまり小川で大学を分み、沢山の学生を輩出し、かつ調資旅行をやったわけですのでそれらの研究成果 いったものが今日からしてはど い意味がある かといったこ について、それな の却制を与えたわけです。
第一一一郎は「資料編」として近衛文麿の論文、牧野伸顕の語録といったもの、それから昭和則の同文会の事業報台、さらに川文力院は交通大学を実は借り受けたわけですが、その問の経緯について 外務省の文芹などを入れました
c









交流には並々ならぬ努力をしてまいりましたむご承知の係に、日中戦下開始後も、和平交渉が間断なく続け れます。これについて 、いろいろな本が出 おります で内容はそちら 譲るとしまして、近衛文府公は和平工作に対しても放々ならぬ関心を抱いていたことがうか われ 。近衛さんの対中同アプローチは基－本的にどのような考え方たっていたのかというこ につい 二、三 献 見ますと、第一次大戦後 民族独立を支持し、欧米小心の秩序にもとづいた貿易上の覇権を打ち破っ 、自由貿易の時代 つくれということが主眼になっております
c
しかし、満洲につ
いては日本が血を流して狼糾したものであるから たやすく波せないと っ 立場では っ かと思うわけです心
6 In］文m淀記念 111
それ自体をとればまた帝問主義的な侵略政策を表しているように見えますが、その当時の情勢からみれば、懸命に国援を守りながら中国に一方的に侵略したわけではない、ただ問題は軍 引っ張られて結局は軍を押さえることができなかったのでは いかと思われるのです。そこでこの辺を前任会長の牧野伸顕の考え方を含めて、東亜附文会の指導者の方針、理念といった様なこ を見てみま とはっきりします。牧野は同文会長と るのが大一止の末年でありますが、その時に同文会の業務を政治と切り離し 、教育文化交流に重点をおくべしと主．抜しまして、同文会においてこれが承認されたわけです口
結川はそうなりますと同文会の事業は川文書院の絞引が




























つ持って たぐらいのも ではなかったか、それに比べ阿文書院は大変立派な建物がそびえていたのではなかったかと思います。往々にして同文書院、同文会の創立基金が義和団事件、一八九九年の頃にできましたので、その義和団事件の賠償金がもとではな かという人々がいます。主に中凶側でうだと断定的に論じた様な文章を見かける あります口実際は州文会そのものが、近術家の寄付がありましたし、外務省も補助をしておりましたし、これらが基金の元なっておりまして、虹橋路 同文書院の校舎を創 きには根津院長が資金集め しております。義和問の賠償金で
できたのではないことは、はっきりしております。もっとも、団世賠償金というもの 相当膨大な額にのぽりまして、これが日本外務省対華文化事業部のファンド なります。そしていろいろな文化事業団に配布されまして、やがて同文会、川文内院にもこの が流れる様になり す口私が外務省の資料でざっと見ましたところ、同文書院あるいは同 の質問の一一一
O%
程度は回世防償金を基金とし









































川文升院の建物は虹橋路にありまして、周囲を威圧するほどの悲壮なもの あったわけですが、しかし虚溝橋事変に続いて上海事変になるわけでして、戦火はすぐ郊外に及びます。そ 時、中凶兵が建物を焼いているのです。 時の建物の図而はございません その頃 川文書院の略凶が同窓会のグラフにのっているのがありましたが、宿舎り教室なりいろいろあり、立派なも だ た様であります。
’ l’［！）の改革に生きる来事u,;J 文台のjllJlF.9 
これは焼かれて、この校門の前に物産館というのがあり、これは大旅行で集めてきたいろいろな物産類をここに展示して、場合によっては学生に実際 商取引などを教えたところだと想像されるわけですが、何十年間の蒐集の成果を収めていたのではない と思われます。これらは全部焼かれてしまうのです。
その後、学生教育を続けるために、交通大学を借りうけ




























書院の土地は、日本側の支出で買っています心中国の土地の制度はとても抜雑であり して、この土地光口契約内をけ凡ても理解できないの が 必ずし 大きな上地を一つ、ぽんと持って るのではなく いろいろ 所と契約をやりながられっていったんだなあということが分かるわけです
c
本問先生はこの土地を終戦前に少しずつ売っ
j,J 文.•：，淀日己念 m 10 
ているのであります口この辺からすでに日本の敗戦ということが引く分かっていて処則一策をとられたなあと判るわけです「この主払代金が ろいろあるので が、金の延体でもらった かあるわけですが、これを読んでいくと状況を知る上 おもしろいことが分かるのではないかと思ったです丹時は不動産会社がありまし 、 会社 買てもらっている、未徴収金もかなりあるじ の文作に清々刊された、・本学の駄資役で らっしゃった本問先生におたずねしたことがあるのですが、そ おんぶで教職
U
やどんどん






の成果はこの愛知大学の図書館に所蔵されておりますじこれと川じ維なものは交通 凶内館 も残っていたはずです。大旅行の調査研究報行持 、これは学生 書 たものですので、荒削りの卒品といっ ものと考え いいわけですが、川文書院には支那研究部という があ したし、川文会には訓先研究部がありました一しここ 研究を桁導したのが恨岸佑先生 す
c
恨岸先生は後に『支那ギルドの研





























この人も中日学院の出身 、以前は中日学院出身という身分を隠していたのですが、昨年あたりおおっぴらに一一日ってきております口とい ことで蔭の部分で 同共産党ともつながっていた
c
I 'I ’ Iiiの己主午に中きる点張1,,J i主会のi自序
そういう調査報告資料、これは愛知大学に所蔵されてい
るので大変貴重なものであることは確かですが、やはり上海にも残されたものが相当あると私は推定しております。それで復旦大学の黄美真教授を通じて、多少あたってもらいました。それから上海社会科学院にいた史恵康という、これは同文書院 出身者で上海社会科学院の教授となった方で、今八十数歳になるのですが、おりまして、その方を通じてもちょっと聞いてみたところ、やはり当時 資料が梱包されたまま、どうも放置 ているという話をしておりました。中間の資料につ 研究し り あるいはそれにあたろうとされた方にはお分かりかと忠、つんですが、中国の柏案というのは、これは一つの歴史文献だけで く、政治資料なのであります。だから、それ タッチすること、それを聞くことによっておこる危険性を彼らは常に考えわけで、我々が図書館に行っ
44日庫に入って見るという






学院になっております。黄美真教授 当時の学籍簿とか図書、それからそう う教学関係の資料 だいたいそこに保管されているという様なことを言っている。だから、 ろいろな研究ができるんだと。ただ同文書院、同文会については、中凶で結局は梱包されて放置されているので、資料が使えるのは愛知大学のだけ いうことで、やはりなんとかしなきゃならんと、そういうこ を言っておりました物産館の資料があの時焼失したと ことは、大変残念だということを一百っておりました。ミッション系学校と
H本の学校のどちらが教育権回復運





郎行別全誌という形で山ておりますし、さらに同文会で民・尚法、それから公司関係資料、企業調査の報告類をたくさん作っております口こういうものが今日から見て どういう価値があるか いうことです。社会主義計画経済体制になりますと、個別企業、市場 の商品取り引き それから金融機関とい たものが非常に形骸化してきたことは、ご本知の通りです口その点、中同の大学 その方．由の教科
A
をはますと、みんなソ連の政治経済学教科川のコ








を拡大し分化させていく惜世がとられていきます いろいろな大学で商学院を開設いたします。そ は 市場経済化に対応して学生を養成しなくてはならなかったからです。私は時々北京大学へ行きますので様子をいろいろうかが
うのですが、北京 学も紙消学院の中に経済符理学 を成立させ、その後、台湾から資金 導入して北京大学光華管別学院というのが成立 たわけです。一一一年前に参りました時には、一
O
階建のピルを建てて学生をたくさん入れて
やっていると言っておりま た。これは査事会制度をとっておりまして そのドには学院長を置く、董事には台湾のファンデーションの責任者、それから北京大 の責任者が任命される。学院長にはよく知られております株式会社推進の近代経済学者の属以寧 北京大教授が任命されております。このうちにはたく ん 学生を入れ いるとのことで、大学も市場経済に対応して変わってき いるとい
13 1jlj[J の改・，y，：に生きる点咲いl 文会のii!昨
うことです。
このところ私は大学で中間経消論を担列しております口
中国のテキストにならってやっていても仕方がないので、むしろ日本との比較論をやりながら中国で成立した会社法とか企業会計に附するいろいろな研究論文を市きま 口最近では不動産取引、証券取引、さらにこのところ金融危機が中国でも及びつつあって、元の価値を維持し いることでクリントン大統領が大変ほめて るという様な事 ありますが、内情はどうか大変関心があります。実情から言えば小同はとても苛しいわけであります。人民一冗を
H十く切
り下げたいわけですが、切り下げれば た中同 経済白身に大混乱をおこす。日本 アジアにはねかえっ く 可能性があ ますので、そう附単にゃれないというところです
c
中国の大学ではこうした動きに対応できる教育研究体制はありません口つ り市場経済に対応した学川の再開あは、研究の制度が非常に急がれたわけであります。ところが先ほど紹介しました椋につぶしてしまっているのです口儲かこ 五年、十年くら のうちにようやく作っていまして、ここにおられる方々は中国の大学の要綱案内などご覧になられたと思いますが、立派に会計学科 金融学科とか並べ あるのです
c
先生の名前を川いてありま


















て、その時は日中共産党の決裂 あっ のですが、それがようやく和解して北京へ特派員が反っ 。両党 協定を凡ますと、小川が「誤りを認めて真剣に総括する」 一一目葉で口共側も同意している様です。がそ 内容につ ては多少あいまいさがある。私は北京におりまして 時の対な紛争の状況はいろいろと知っ いるわけです巴ようやく日中共産党との間の和解 できたことで一つ 事件が結末したことでありますが、心
VJ時おこった大事件は文化大車命で






授賞になったので の「燕山夜話」の部拓のエッセイというのは小凶の歴史文化の古典 もりこんだレベルが高いのであります口これを翻訳するため、あちこちに当たったのですが、結局 愛知大学に泣き込んできて、鈴木先生にお願いして、鈴木先生、清水董一二先生、熊野先生などが全耐的に協力してくれ して、後に 冊にまと この様な本になったわけです
D
私にはこの「燕山夜話」は記念す













もうインターネットで通じれば上海の街の模様もすぐ山てきます。凶書館 本、研究論文も か 。そこま 見ることができるのであります。こう う の中国の変動あるいは
H
本を巻き込む、逆に日本が巻き込むかもしれま




15 ,1q,1の改 .y.：に生きる東亜［，；J J主会のi世時？
